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明 けま して  おめで とうございます。

今 年 も ご家 族 の 皆 さま方 と共 に、 幼 い命 が輝 くた め に、 互 いの

幸 いの た め に、 心 を寄 せ 合 い、 知 恵 を 出 しあ い、 努 力 して い きた い。

子 ど もた ちの成 長 す る姿 に接 しな が ら、 わ た した ち 自 らが 力 づ け られ 、

励 ま され て 、 この新 しい年 を、精 一 杯 歩 ん で い きた い と願 つて い ます c

ど うぞ、 宜 し くお願 い致 します。

さて今 年 の干 支 は 「猪 」 で す ね 。 聖 書 で は 「猪 」 は 「豚 」 と同 じで す .

「神聖なものを大に与えてはならない。また、真珠を豚に投げ

てはならない。それを足で踏みに じり、向き直つてあなたがた

にかみついて くるであろう。」 新約聖書 マタイ|=よ る福音書7章 6筆

「豚 」とあるのは「猪 」と同 義 語 、猪 を飼 いならしたのが「豚 Jつ まり、「豚 1の 先 祖 が
「猪 J

なのです。全 体 の意 味 は、一 口で言 えば「他 の人 に無 理 じいするの |ま よくないですよ」。

たとえ自分 には価 値 のある高 価 なもの(真 珠 )だと思 つても、相 手 にとっては必 ずしも

それに値 打 ちがあると思 うか、別 の事 です。

なぜなら、人 間 は一 人 ひとり、個 別 で異 なるもの、親 子 でも、子 どもでも、みんな違

った心 を持 つているのですね。それに自分 にとつて値 打 ちのあるものは時 間 と共 に変 わ

るもの、端 的 に言 えば人 間 の評 価 、価 値 観 は時 代 と共 に「過 ぎさるもの」だからです。

人 間 の誰 も、時 代 の流 れを阻 止 することはできない。

相 手 がだれであれ、たとえ子 どもであつても、「何 に値 打 ちがあり、自分 にとつて大 切 かは

本 人 自身 に決 めさせればよい。親 がこの方 が値 打 ちがあるからと思 つて、― 方 的 に子 ども

に押 し付 けるのはどうでしょうか。子 どもはそれなりに、自分 の価 値 理 解 、考 えがあるもの

です。

今 は「真 珠 」|ま 彼 らには似 合 わないけれども、いつかきっと「真 珠 」という宝 物 を欲 しがる時

がくるかもしれない。その時 にはまさに自分 の力で、それを獲 得 するでしよう。

それまで私 たちは、楽 しみに待 ちましょう・

☆ ありがとう・・・・・☆ 高 木 善 之 「地 球 村 J代 表

人 はだれも、幸 せのために 生 まれてきましたc不 幸 のために生 まれ

てきた人 はいません。みんなが幸 せでないと本 当の幸 せではありません。

そのことがはつきり分 かれば、些 細 なことで悩 んだりしません。

あなたは 幸 せの種 まきに、生 まれてきたのです。
あなたが 生 まれてきたことに ありがとう。―・…


